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1-I.=i
女性雑誌『ナチ女性展望』に掲載されたファッションと料理の
ペ ー ジ か ら 再 構 成 す る 第 二 次 世 界 大 戦 下 の 暮 ら し

















































l Jテi(持崩IT/';によ;tl{J,7/､＼･,I::.い ･:~三一こjJ'＼ シこ=Il,')I:Jl喜.
『ナチ/i-什展望』は､さまざまなナチIj;iJ摘t織がまとめられて設立され
たナチ真作川の機関誌として創川された 持ち2隼度1:~3L･3-であるlt):i-1隼IH















































仰 裾 引 を 和 ) 越 え る た め に ､ さ ま ざ ま な 講 習 会 を 聞 い て い る し, 乳 IJJ 死 亡 率
を tパ ブ ､ ( ･ ど も を し っ か (.) f JILて 立 派 に 教 f i で き る 付 親 を f J,一成 す る l:):親 学 校
や L:):親 講 習 会 の ほ か ､ 家 族 の 服 は Lr‖ J で 縫 え る よ う に す る ii･摘 描 け 上 衣 類
を 艮 招 :ち さ せ る T I- 入 れ の 仕 方 ､ ｢ 安 く て 美 味 し く て f建 陳 に い い _∃ 料 flt!.を つ
!;. I : . li l.･!'･:.r ､. I . '1 ･ 't ･1 .･･ ~ : . . 二 ､ ･‥ -:I : . ･ ･ ･
た L, 仝 Itil 裾 也 に 開 設 さ 才 l た 講 習 会 に は 受 講 井 が 殺 到 し ､ 付 親 講 習 会 に つ
い て は ､ 1 ～) 3 叫 ･L-ま で に 1 7 0 ))' 人 が 約 1 (H j O ) 講 習 会 の ど れ か に 川 席 し て お
残 っ て い な い も の U ) ､ I:):親 講 習 会 受 .溝 H .数 に 劣 ら な か っ た と 推 測 さ れ る Ll
戦 時 中 こ そ 講 習 会 で 得 ら れ る 机 誠 と 技 術 が 必 須 と な っ た か ら で あ る L,
講 習 会 の ほ か に も , す で に l t) :1 8 隼 ま で に 仝 LlミI2 5 ,O O O 筒 所 で 付 親 n I.談 所
･∴ ;. ill.. . ､ - _ : 巨 ト '.- ∴ H l} !､ 言 I ∴ V･ :∴ ､ .} ･. . ､､ ･い ■, A :一 一 ･
( 1 9 ･1 () 1卜 l H 雛 1 号 ) の 記 LJi r J衷 政 川 談 所 ｣ は ､ 就 労 す る 主 婦 の '_ ･TIIf 'I jl l_
を 軽 減 す る た め に ､ 無 料 で '衣 政 に 牒 Jす る U 虹 iや 情 報 を 得 ら れ る ｢ 家 政 帆 深
1.-I-T .J も 大 敵 fJ-､ Lい 郡 市 で 胤 没 さ れ 始 め た こ と を 伝 え て い る O 食 料 配 給 ltl( で
健 康 を f朋 ユ な い か ､ 肉 を 使 わ な い レ シ ピ を 知 C:) た い ､ 紅 茶 の 代 わ り U ) 夜 の
飲 み 物 は ど う し た ら い い か な ど の 食 物 に 関 す る 矧 .71,1や ､ † 摘 組 ) 節 約 Jj 法 ､
'京 .汁 U ) や i) く り に つ い て の 質 問 に 答 え る だ け で な く ､ 助 言 llrr t二 は 大 人 0 ) lJti
を リ フ ォ ー ム し て 作 っ た ( ･ ど も 服 の 展 示 コ ー ナ - や ､ ド イ ､ソ 女 性 か 業 卜 JI U )
｢ J衣 政 試 験 所 ｣ が テ ス ト を 行 い 晶 質 ､ 価 f乱 合 目 的 作 に 叶 -.) た 証 し で あ る
｢ 太 陽 印 ｣ 付 の 家 事 道 H や 否 所 拝 Ll i 1-の シ ョ ー ル ー ム も あ i･上 連 I I 来 所 H Lで
賑 わ っ て い る と あ る ｡
'衣 政 相 .淡 所 で は ､ II耶 Il さ れ た ′日 .t･ 条 †牛 U ) 中 で の 節 約 の 仁 王 を 伝 え る 無
料 な い し は 安 価 な 小 l肘 ( ･や 否 梢 を T ･ に 入 れ る こ と が で き た L,_ 1 9 -1 0 隼 に は
｢ 食 料 切 符 と II:. し い 栄 養 1 ( 1 隼 問 /JJ O ) 週 レ シ ピ を わ 封 試 し ､ 金 融 ､ 食 料 切 符
で ~円 こ 入 る 食 材 量 ､ 栄 養 価 も ITJJ ,Jこ さ れ て い た ) ､ r .菜 園 を 賢 く 作 り ､ 収 穫 す
る ｣ ､ ｢ 節 約 暖 lJ5 に 関 す る 説 H)j t里 ､ ｢ ド イ ツ の l:.鋸 o ) た め の 家 計 簿 ｣ ､ 1 9 L1 1
J･. T -･に 料 理 す る _j ( 就 労 す る I:)=や 女 什 の た め ) ､ ｢.ス ト ー ブ と コ ン ロ の l机 射 妃
( 肉 の 代 目 と し て ) な ど が 印 刷 さ れ た ｡ そ U ) (ま と ん ど は ､ 仝Ilミ1女什 指 :･射 邦
が 回 l tこ 経 済 性 ;:j 委 l i 奈 と 協 り し て 発 行 し た も の だ っ た L, lFナ チ 女性 展 望 rn
は 料 理 U ) 貢 や '狛 産 の J畑 t圧 tで ､ 上記0)吾 籍 や 冊 J'･の 内 容 を 転 職 して ､ 読 君
に こ う した 情 報 源 に FIを 向 け させ た L,
1-1～)
このように､『ナチ女什展望』の77ツションと料 理 U)LTilま､ 家 政講習
＼･ ･､ ､･ いヽ ･':､･J･ ､ .L､･L I;I ' ●､
くやりくi)しなければならない真作たちを銃後 U)守 りに留 め tlrLi亡く役割 を果
たしたU)である0
2.節約記事の年度別分布
次に､77ツションと料刑lの記■jiのL.トで､ 比['lJLに rw節 約 ｣ の 言 葉やそ
の意味を合む記■jl;の件数を†口削 りに見てみ よ うL,(匡11)
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二I.､.上 向･-∴iさけ､∴･.lrlL工 J,,:･ こ.かし二_I1'i･-:.･'rt∴憎:'∴､::}=二･
も､終戦までの配給相川ulTl､I.別当El'tは徐々に減少し､19t-15年には､パン



















































-■･●･･∴咽∴~､.II~:: ～.‥. ･ .･tr/I,:ilk.-.､､∴,.:II-㌦
ド†､ソ本tL_へ'空爆が行われ､食糧切符にも厳しい措L.7モカミ1校らわた時制であ
~1ごi:i
るし､『ナチ女性根望』は緋 しい衣料切符U)ルー JLを 説 川lす る よ り は ､ Ir川力
/515)の必要を訴えたU)であるL,
第醐鳩 は衣料切符U)導 入もあって､節約.'il己'JHま7 ア ､ソシ ョ ン .i-己IjTi圭†本の
･ト1.(圭'日だった｡そcT)後は ･時落ち肯いていたが､ 甘 10年度 11号 (1t)-ll隼
:'･.∴ : ‥一言:I∴J･. :I[':l･ .ヾト ･-･･1-. :､! ∴ -:さ＼ ､
･1>1.2%､第12年度 (1～=:ill:･t)Jj--1!)-1･i隼(qj)は iIl9.3LI蟻を [11'め る に -Lli/-)た｡
第叫 :-度tq号 (193047:･1(川 第2号)の r2種 類 U)′l:.地 か ら 作 る l)7オー
ムのア1'デア｣は､今ある物か ら新 しい物を作 りlliす こ と は 時 節 に叶った
経済行為であるとして､ 今後毎号読 J7-が 喜ん で 廿 日 で き る リ 7 オームU)ア
イデアを紺介すると宣 言し､ ItlL速､打Itl-した 2石 の 川iカ､ら 新 し くてモ ダン
な"F拍)作りJjをは･拭し始めているoIL･l号の ｢古 い 物 か ら 緋 Lい物が′卜ま
わる｣では､I肘掛淡風に衣料切符や配給 券 を 使 わ な い Jバ去を伝えている｡
セーターを解休して新しい服を編む､ ltI-くな っ た 7 ロ ッ クコー トか らジヤ
ケ､ソトを什立て､LIT-いLJ川 :_用 卜折か ら /-ど も の 卜折 を 縫 い､Yシャツか ら
･I];.1､･3'い十∵ ≡ IH.こ Iiト､1.H.･ - .:- ,､ノ･日 日‥ 相･.･一 一/
スに変身させる｡礼服などに配給 券で トに 入れ る f上地 を性う場 合は スカー
トの幅を狭くするなど細かい注意が 吾カ､れ て い るL,
『ナチ女性展望』のTFl.紙は､ 自分で 縫 う こ と が 前提 となっているが､ 今
や新しい牛地ではな く､ T･持ちの 1-I:.地 で リ フ ォームす ることが :,tlI太だっ
たO減り布も無駄 にせず､継ぎ 合 わ せて 新 し い物を縫 った E上 小物 も作
るL,肘や膝など傷みやすい箇所 は





るO節約.-i'己Ljtの 兄.l.J,Lに踊 る キ ー
ワー ドは ｢LT-作 り｣､｢リ フ ォ ー


























読音からl)7オームのアイデアを掠る懸賞を定期l′畑こ領 bJlした 『ナチ 女
性展望』は､入賞作l●lJを紹介して､阻られたものから′畑山的な物 をつ くり





















































川U)帥物 さまざまな野菜類､L,!･L.や トマ ト-も払たちにはいまでは 人切なも
U)ですね､これ(-)がないと､1'I豪の献 立はま-)たくお机人にな-)て しまいま






第 1211号隻7号 (l～)･lliI･-A:‡Jj) ｢稚 糊 した 人 々の野 菜供給 ｣ の記 事は､空
爆 危険地 帯 か ら疎 糊 した 人 々に も､ 緋 しい I･.地 で 5人家 族 ､l')た i,)1()Ollの
菜園作 りを EIl一速始め るよ う求 めて いるO ､■'f該地 U)指 導 斤､ 種 J'･･苗ならび
に道 上との提 供 はlt･証 され て いたLl lO号 (lt)i-11隼611) の ｢菊の代わ i十日こ
今こそ トマ トを lは､ 輸 入0)減 少､野 戦痛 院 ､幼 稚 園 ､ 付親寮 ､叩需 1-.
場､ 空爆 被災地 への供給､そ して 入植地 の破壊 によ り野 菜の 入 トが非常に
L本欄巨にな って いる ■jl粟 を信えて いるO
LJLlカ 隼,汁LIliによる家庭 某瞳日日 )は､収 穫 19日こLR･物や 野 某をI齢 iする必要
性 と結 びつ いて いたL,特 に.鶴 .1,;めて ガ ラ ス瓶 に保存す る ことは､ l'1'JIで叶丈
柁す る場 合だ けでな く､安 価で汁=L･Jる fljU)時 は=こ'lt物 や 野 菜を購 入する場
合も､lI晶組 )冬への備 え とな ったO
髪 撃退 薫 薄 ･､渉燕.敵を紬液軒.鷲㌔ /!7:召､繋､.～ ミ文人>
;1g芝怒漁立志慧惣諾慧済､志望糠蕊:亨. +.++惣拭海.聴 泌 騰 ;.密 書
∵. ∴ ∵∴ l∴ _十 1★t,n,t+EL+. i当S蔓:素鋳辛､封､′譲ia-･挙洩
･A淡軸組*･∵∴∴∵∴ .
痴2--棚-恥実機鶴､軸 管ミ汝騒 き瀞.宅も,触瀬棚鰍等竣鵬d-柳刃姦綴姦…､答申〔く藤棚松城肋で 芸.;､…Z/:撃浮鞭/抑 姦済堺等綴聯鎚磯‥:≡∫～j
ぬ 済 琴､饗離 路鵬r<15 ･､ぎ船総轄:/諾∴∵∴鵬 潔+ a
質:.､芋等 紫÷
:鞭林､㌻:iィジミ:､き…告:/≡㌔-.呼端-.㌔.､1厳秘 i斑i
痕豪義漁 .､密議槻 ∴∴+ 諺∴蕉勇i/き幣､転く 浅海義きLV 爺Jb























に全Llミl食糧′l滴=三川の指導で､ rI:.匪 JT-､fLlt介 芹､消 費 苦の食糧 の扱 い Jjを
教ff'し､毎年15億マ JLクに E･.る損 失を食い L･.める曹 哀キ ャンペー ンだ -)
たL,ここでは､収穫期にlk-物は砂桝 を†吏い､野 菜は食塩 水や酢 水で,裾 Il.ILめ
保存する (図5､6)ほか､乾燥 保rlIや､ IF･-.の野 菜､ と i)わけ ジャガ イモ
a)Lt:.しいtr]L:Jl-:乾Jj法が紹 介されているO以後､初冬には必ずl■り様O-).li'己Lトが掲
載されるようになったO
晶のことも考えていますか ?｣で､ 今か ら料理 のたび に少 しずつ砂糖 を
節約 して､保存の時期のために空の瓶に貯めてお くア イデ アが紺 介され
ている｡砂桝の 人T-が国難になって いる ことが 'JJか るL, -JJi賽､翌年度こi号
(lt)▲12年と=J)には ｢砂糖をtLt-わない人然 tR-汁,瓶詰め LR物､ -R･物ムー
ス､ ジャム.｣の記L‡fカミ掲載されているo r･に 入れるU)が難 しか ったのは砂
枇だけではないO この年になると､保存用の瓶や蓋の イく足に関する.+t',:情が
･'.'･:i .聞/I,.ド.～:)j､'i∴ '.､･:-
改良が進んで 美L昧しくな り､良問切符でFl-L!給 される ことが 予告されている
(第9年度15号､19;11隼21J雛l号主 1!)･1:i隼(Hj (第 11年度 16号) とも
なると､乾燥野 菜はビタミン'J.It'.ILi.'で､洗 う必 要がな く､素 早く料理でき､
不要な部'JIがなく､その L･_､安価であるとしてf-l川を勧めている｡
′I:.野菜 ･公物の貯蔵.i'L!LJtでは､なんといって も食牛沼 を iI.と して 支えた
ジャガ イモが群を抜いているL,甘 10申 製)号 (19-11†卜11H第 1号)Il.降､
tJ-:1トジャガイモU)収穫期や貯蔵時期になると､ ジャガ イモU)貯蔵 方法につ
いて佃 l巾う鳥LHJ,:カミ掲載された:｢貯蔵室は徹底に清掃､･;'.LtL染､投菌 し､圭混
は2ノ-(ql狛こ(.X-つL,冷たく湿った床に~i吊蓬田 くことは避け､GOL､1げ八L誹iみ









冷蔵伸C7)普枚率は 当時 1%であ ったか
ら､夏糊U)食材(米rl･:Eこつ いて も色 々助 言
があるLl第 11隼度 こ3号 (19Li2年8JJ)
0_).iLHtr冷蔵仲がな くとも耕Jtf:.f':-に保つJ
では､ 凪 が 通 るため ､ 化粧 タイル張 り


















か ら弟 11年度5号 (19-12年OfJ)ま
で､毎 隼 季節 になると2号に分けて
野 ′]:_a)食物 U)採渠を特集しているL,
(図H)野 牛U)野菜や lil物､野 .I:I.(i
栄 養U)帖 を1こげ､ミネラルを摂取で


























としては､挽き割り麦､オート･7レー ク､ii=が ･般的で､コーヒー は麦
芽やチコ)の根で代川されたL,ケーキに入れるア-モンドやナ､.Jlソの代わ
L･::iJ:;.Bこ卜･t.-㌔:i:(…川ril･巨 ･､ ･･ ∴ -ト∴･j:､●∴~∴ニ:I/_:～.
ガイモをすり卜ろしてI＼巨った｡
代川コーヒーは配給IgJF'T日ごとに15(短受け取-)たL,こオ‖まスプーン15杯




∴ー･.日､■.ト,≡; ミ ･'･ ∴ ~ ･八 十 1.･:.､~ ･･J､L














右上から､rソーセ ー ジ 入 り
ジャガイモは満腹感を 与 え ､ 美
味しい｣､rオート･フ L,- ク 料 理
は両面をこんがり焼 く ｣､ ｢茸 を 詰
めたスフレは肉料理 の 代 わ り に
なる｣
問が節約できるL, 点 る よ り 蒸 す Jjが な お い いL, 皮 を剥 いて 水 に浸 けて お く
とビタミンL､が 流 れ lLtJ.す な ど ､ 合fll!rl'l)な 理 tllを 挙 げて ､ 皮 つ き 茄 で ジ ャ ガ
イモの徹底を卜て巨 )て い る L, (苅 Lq 隼 度 1.r=j号 ､ 19･lO隼2H第 1号)
レシピ紹 介の キ ャ ッ チ 7 レ ー ズ は r安 く て 上 r美味 し く｣∴~健 J,酎 こい
いJであるO 女 性 も i裾 持 情 動 に 動 Lliさ れ る よ う に な る と､ ｢T二早 く作 れ
る｣ーも重要な 要 素 と な っ た O レ シ ピ に は ､ 肉 料 理 を諦 め (週 に ll‖けt日豊に
し)て魚料理 を 増 や し た り ､ 茸 で 肉 の 代 川 を し た i)､ 野 菜 If'JL､の 食 牛 清
に転換 しなけれ ば な ら な か っ た L, 減 り 物 を lL･tで も (吏え る 点 込 み 鍋 料 fl!_は ､
上帯込み鍋の 川 催 Ir｣ と い う合 言 葉 を 復 活 さ せ た L, こU))､湖山まlt)ニi二川 ･Ll10
Jjに導 入され ､ す べ て の レ ス ト ラ ン で 毎 日 第 1 日 曜 日 に は 肉 U)入 らな い点
込み鍋料理 (仙 投 は 5 ()ブ 7 ェ ニ ヒ ) を .ltJ.す こ と が 義 務 仙 すられ ､ J永庭 で
も′招 じカミ要請 さ れ た ｡, 節 約 し た お 金 は 冬 期 救 接 ■jl二業 に 笥 付 す る こ とにな -)
ていたOまだ 失 業 苦 が 6 O O Jj 人 も い る 最 悪 の 時 期 の こ と だ っ た｡
食材を余す こ と な く 他 うた め に は ､ そ の 場 の 思 い つ き で 朋 PI!す る U_)で は
な く､ ｢に 入 る 食 材 量 を う ま く 配 分 し て 帥 H L 尽 く す た め に ､ 最 供 で も2
週f."'J'JI抑献 立 を 立 て る こ と が ､ 侶 た な ‖ 痛 の 頂 tu だ っ た Ll (図 10) そ れ で
も､ ウりスマ ス や 復 活 祭 に は ち ょ 一二)と 持 沢 を 心 が け た よ うだ ｡ Il頃 U)倹約
･i i. ､･l.I ､
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図10 ｢次の2週間は何を料理しよう｣より 第8年度8号 (1939年10月第2号)
I.l棚三トー 少韻の↑乳入り七甘コ- ミ ッ ク1野瀧の十一ブシ鴫 ソー セージ付きパン､ドイヒ-,パターf｣/＼ン き ､ 茄 でジャガイモ ツ巷,人根サラダ
東曜R 少鵜の牛乳入りライ女ス- 肉 髭;め トマト,ジヤガイ リンゴ入り精‖人 粥々､パブ､ジャム付きパン モ ､ エ ンダイブのサケダ タ-付パン
水曜日 少巌の牛乳入り麦芽3-ヒ-,コソテージチ一号付全変パン 人 参 ス ープ,コンホ-ト添 セロリとジャガイモ料理､え ポ テ ト.アンナ 肉へ-スト付き+ヽン
木曜日 牛乳入りす-卜美と果物の柵 トマ トとパン入り口-叶キ十 ジャガイモ .スープ◆汀な
ペ ソ､ジャガイモ､サラダ しノ＼ン料理
金榔‖ ドイツ茶､バター 付tl七パン ブラッド.ソ セーージ ジャガイモとミヤヤ1野瀧料理､≠物 料理
十眼目 少凝幻牛乳Åり麦芽コ-ヒ-.カボチャ.ムース付全豪パン ほうれん草スープ､アップ クランベリー 添えジ十守/＼イ モ.パンケーキ











































































.-'I,tL､- L':.し=:IA,'･;,,' ∴ -: I,･.一 ト ト.小 畑 ･./h.i
､;.-I:.∴1十二:I.1J.･･'Ji::･. .､･.＼巨.‥ I 十 ･.~ミ'･∴-.･LA- ､
かし､この時点では･-15JjトンのJIlLJのうち､lJ'効清川されているのは末だ5
･一･日.∴t･:;･':､./ ;巨 ~ ;･'･ i･: 日 ｡,L/..‥ ∴ :､･:.r:上 ･.
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は何の違和感 も持 って t-1な いo Lか し､80年代 にはア メ1)カ型 食 文化 を
種蔑す る向 ままだず いぶん聞かれた｡決定的転機はベ ルリンの壁の崩壊 と
いえるか も しれないL,政治 ･社会ErI引こも経済的 にも ドイツに とって､そ し
て tlI二ち昭二とって も 大きな転機で あったO 戦後-15年が経過 して 如 Jq-ドイ､ソ
が統 ･し､貸 本 i･:義の勝 利 と冷戦0)終結 によ って ｢戦後は終わ i)｣､ Il常
′卜清0)あ ト)jj､佃ilLEti観 もつ いにIft代 交代を した といえよ うL,
註
(I1 げナチ/lL什展Yu .＼rL,1I/r(･=(ゝnllp.･lrt(-とそU)長緋にみるジェンダー_=FIlnfll,芋ト;卓l人
学研'Jt紀虹[箭17号､2OOHfl:･､lt)!ト 21(うirt､I/i:什排.法 『ナチf1-il;JJ門柑 ▲ヽ'.ヾ
[/T･<LLJ(.I)H'/Lrt再臣二つくi川 1.1I:上純像｣LF帆和学樹人,l･':人.丈FI._余什ti･r:lJrp究巾隼紬』

















































(l:i) カ-JL･シュtJデコ77細 (刺"檀ほか.紺 『ナチズムトo)!{什たちth入来FI1.､
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19()(q隼､I(う2--16こうt.iL･,








どもには2510g)だった､T19-13年はバク-､′卜と粉､砂帆 コー ヒー .,(.､LXt･(-a)
占tは前年同様で､アJLコ-IL飲料はO.3{)りッいLにih屯-つた､日,7寸､ソケ/t∴ラ
1'マ-､262tliおよび26-liTi参,Fl1号L,
(lH) シュ･ソデコプ7､ll(iL圭
(lt) RLlitl,S.41コ.
(20) 以 卜U)戦Tr大判および財純後のカロり一については､Wiltlt.Li.27-こ!7参!(i..
(21) WilLlt.S.73.
